
 

 

ISMS 基本方針 

 

フェアディスクロージャールールが導入され、市場参加者の条件は平等になりましたが、同じ公開情報

でも皆様の分析結果はユニークで重要な資産であると認識しております。当社では、皆様の重要な情報資

産を管理させて頂いていることを意識し、皆様から信頼・安心される会社を目指しております。 

 

行動指針 

 

情報資産の取り扱い 

1. お客様からお預かりした情報資産の機密性、完全性、可用性を確実に保護するために組織的、技術的

に適切な対策を講じ、変化する情報技術や新たな脅威に対応します。 

2. 情報資産を過失、事故、災害、犯罪などのすべての脅威から保護するためにリスク評価の結果に基づ

いた適切な対策を実施します。万一、情報セキュリティ上の問題が発生した場合には、原因究明、対

策を迅速に実施し、被害を最小限にとどめるとともに再発防止に努めます。 

 

全社員のコンプライアンス意識の確立 

3. 全社員に情報セキュリティ教育の実施と方針の周知徹底をはかり、意識の高揚・維持に務めます。 

 

情報セキュリティの継続的な改善 

4. マネジメントシステム及び、情報セキュリティに関する目的を設定し、定期的にレビューし、継続的

に改善を実施し、維持します。 

 

経営資源の投入 

5. マネジメントシステムを実行・維持・改善して行くために管理責任者に責任と権限を委譲します。ま

た、管理責任者がそれを遂行するために、合理的な範囲で、人材・設備・技術・資金・知的財産など

の経営資源を投入します。 
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